
1 

愛知県立大学長久手キャンパス 

 

 

 

 

2010 夏 no. 13 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 書 館 
だ 

よ り 

「図書館のやすらぎと民主主義の砦」 

教育福祉学部社会福祉学科教授 木幡洋子（憲法学専攻）

幼少時に病弱だった私にとって、本はまさに心の友でした。日がな一日、学校に

行く代わりに床の中で本を読み漁っていました。元気になった中学・高校時代も、読

書は習慣というより生活の一部のようなものでした。そのため、近くの公共図書館に

出かけることは、生きていくための呼吸として必要不可欠なことだったのです。そし

て、今でも、図書館の本の匂いと静寂な読書環境は、深呼吸にも似た爽快感を与え

てくれます。 

法学部で憲法学を専攻した時にも、研究テーマとして、迷うことなく「学校図書館と

教育人権」を選んだものです。もっとも、私がこのテーマを選んだのは、自分にとって

図書館が大切だ、ということが原点にあったことは否定できませんが、無論、それだ

けが理由だったわけではありません。私の学生時代というのは、日本は、経済的に

は繁栄を誇っていきながらも、民主政治の実現には無関心な時代でした。そこで、日

本の民主化を推進するために必要なものは何かということを調べていくうちに、学校

図書館の役割の重要性を知ることになったのです。 

民主主義社会では、一人ひとりが判断者であることが求められます。その判断の

総和によって成り立つのが民主主義社会だからです。無論、地域や学校によって民

主主義に対する理解には違いがあります。その違いが、学校図書館の整備と利用

の状況に表れていることを、国内外の調査によって見てきました。居心地のよい国

や地域の学校図書館は、例外なく居心地がよく、利用者で溢れていました。 

本学の図書館は、この数年の改革で居心地のよいものに変わってきました。た

だ、残念ながら、まだ、学生で溢れてはいません。静かに図書館で過ごす時を持つこ

とができるという学生冥利と図書館に通うことの醍醐味を味わい、民主主義社会の

リーダーになっていってほしいものと、今後の利用に期待をしています。 
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■パソコン室が開室しました！ 

 図書館２階に、図書館資料を用いた学習・研究に利用できるパソコン１０台を設置

したパソコン室が開室しました。 

情報棟２階の端末室と同様、情報処理教育センターが発行したユーザーID・パス

ワードがあれば、自由に使うことができます。 

（持ち込みパソコンは、図書館２階一般閲覧室でご利用ください） 

 

お問い合わせ先 

・図書館パソコン室の利用方法について：  

図書館１階カウンターまで 

・ユーザーID について： 

情報棟１階利用案内室まで 

 

 

 

■新データベース Factiva.com の利用講習会を開催しました 

 Factiva とは、世界各国のニュースや企業情報を提供するデータベースです。新聞

2,300 紙、雑誌 4,200 誌を抄録・フルテキストで閲覧できます。 

図書館ホームページ（http://www.aichi-pu.ac.jp/library/）からリンクしています。 

特徴は多言語コンテンツが充実している点で、日本語、英語、中国語、フランス語、

ドイツ語、スペイン語、ロシア語など、22 カ国のコンテンツを収録しています。 

今年度から導入を開始した Factiva を、もっと利用していただこうと、去る６月２４

日、利用講習会を開催しました。講習後、「こんな機能があるなんて知らなかった」

「すごく便利。これから絶対使います」などの声が上がっていました。 

 レポート・論文作成にはもちろ

んのこと、企業情報を調べたり

就活にも使える Factiva です。 

ご不明の点は図書館にお問

合わせください。マニュアルをさ

しあげます。 
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■講座「レポート・論文のための図書館利用法」を開催しました 

 去る 7 月 1 日～8 日、5 回にわたって、学生向けの講座「レポート・論文のための図

書館利用法」を開催しました。 

レポートのテーマ設定から仕上げまでの流れを DVD で確認し、さらにデータベース

を使った文献の探し方や入手方法を図書館司書が説明するという 80 分の講座で、

好評のうちに幕を閉じました。 

アンケートでは、「丁寧にデータ

ベースのことを教えてもらえてよ

かった」「レポート作成の流れを確

認できた」などの感想をいただきま

した。 

この講座は、後期（10 月）にも

開催しますので、今回見逃してい

た方はぜひご参加ください。ゼミ

単位でも受講できます。詳しく

は、ユニパや掲示でお知らせし

ます。 

 

 

■企画ミニ展示「レポート・論文作成法」を開催中です 

 

 

 

 

 

上記の講座「レポート・論文作成のた

めの図書館利用法」のコラボ企画です。 

レポートの書き方や大学での学び方の

本を集めました。ちょうどレポート提出

時期前ということもあり、よく利用され

ています。 

日時 6 月 22 日（火）～8 月 6 日（金）

会場 図書館 1 階フロア 
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寄贈いただきました、先生方の本を紹介します 

木幡洋子著  『知恵としての憲法学（増補版）』 風間書房 2010  

[受入中]  

丸山裕美子著  『正倉院文書の世界―よみがえる天平の時代 』 

中央公論新社（中公新書） 2010 [受入中]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開館カレンダー 

 

 

 

 

 

□ 9:00～21:20   ■ 9:00～17:00  ■ 休館 

愛知県立大学 学術情報センター 長久手キャンパス図書館 

E-mail etsuran@lib.aichi-pu.ac.jp 

http: //www.aichi-pu.ac.jp/library/ 

オンラインデータベース講習会 

「レポート・論文作成に JapanKnowledge!!」を実施します 

ジャパンナレッジは、百科事典・辞書・叢書などを集積した信頼性の高

い知識データベースです。「日本大百科全書(ニッポニカ)」「字通」「東洋

文庫」や外国語辞書などを一括検索できます。※「日本歴史地名体系」

「日本国語大辞典」が新たに加わりました  

ジャパンナレッジの便利な使い方をマスターしましょう。 

 

【日時】 7 月 22 日（木） 16：30-18：00 

【場所】 情報処理教育センター２階 端末室１（Ｃ２１８） 

【対象】 本学の学生・大学院生、教職員 

【定員】 30 名（先着順） 

【申込み方法】 図書館カウンターまたはメールでお申し込みください。 

（宛先）etsuran@lib.aichi-pu.ac.jp （件名）ジャパンナレッジ講習会 

（本文）所属学科（専攻）、氏名をご記入ください 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
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